



化」 （東アジアの経典と文化）研究計画の出版物、 「東亜文明研究叢書 のひとつとして、二〇〇八年一一月に出版された。
　著者の徐興慶教授は、現在台湾大学日本語文学系教授兼同系
主任の任にあって、近世及び近代の中日文化交流史の研究をメインテーマとする。徐教授は一九八四年に 本の九州大学大学院に留学、日本の対外関係史や対中文化交流史などを し、一九八七年に文学修士、一九九二年には 学博士の学位 取得した。博士論文の題目は「近世中日文化交流史 研究」である。その後も中日文化交流史の研究を継続し、一九九八年から二〇〇三年までの論文をまとめて、二〇〇四年に『近代中日思想交流史の研究』を日本・京都の朋友書店から出版 た。
　そのほか徐教授には、台湾における日本研究及び日本漢文学







など多くの研究書があるが、本書『朱舜水与東亜文化伝播的世界』 （朱舜水と東アジア文化の伝播の世界）は、朱舜水を軸に日本人及び来日中国人たちの儒学、仏教学、あるいは国家観などを比較検討し、 本 中国の学術文化交流 状況を明らかにする徐教授の最も新しい業績である。
　徐教授の朱舜水研究は、この中日文化交流史研究の過程で始
まったものである。明末に反清の抵抗運動を行っていた朱舜水（一六〇〇〜一六八二）が、一六六〇年に倒清復明の夢破れて日本に亡命し、二二年間の在日生活をお って当時 日本 学術、とりわけ水戸学に大きな影響を与えたことはよく知られているが 実は朱舜 研究が本格的に行われるようになっ 歴史は、そう古いことではない。もちろん朱舜水の生きた江戸時代の当時から、彼の著作集の編纂や行実、伝記など 記録と論述は絶え間なく行われてきたが、学術的な研究といえるものは二
日本漢文学研究４
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与東亜文化伝播的世界』は 上述のような基礎的且つ周到な準備を経て、朱舜水研 の專著として執筆されたのであ 。
　同書の構成は、本文三四八ページを七章に分け、ほかに巻頭
に黄（俊傑）序、林（慶彰）序、楊（儒賓）序 三序 巻末に「名詞索引」 「人名索引」を付す。章題を日本語に訳して列挙すれば、










 、朱舜水全集の刊行及びその内容」 　朱舜水逝世の翌年、一六八四年に加賀藩主前田綱紀 命をうけて儒臣の五十川剛伯が編集した『明朱徴君集』一〇巻 はじめとして、一九九一年に北京・中国書店が排印刊行した『朱舜
日本漢文学研究４




　　（一）日本の朱舜水研究　　 １ 　徳川光圀と水戸学の発展 　　一八種の文献。 　　　 ２ 朱舜水の学芸 　　九種 文献。　　 ３ 朱舜水の乞師活動 一一種の文献。　　 ４
 朱舜水の思想と日本儒学史の発展 　　一七種の文献の解題及び徳川前期の朱子学、闇齋学、古学と朱舜水 かかわりの考察。
　　　　５ 　
 明末の遺臣と人物交流 　　二三種の文献の解題及び特に安東省菴 交わした書簡についての考察。
　　　　６



















 結論」 　以上の「日本、中国大陸、台湾」の朱舜水研究を領域（テーマ）別に整理して述べるとともに、 「朱舜水研究の領域と統計一覧表」を付す。そして、今後の課題として次の三点を提示する。































じることは、中日思想・文化交流史研究の対象としての朱舜水の大きさである。本書は、日本定住以後の朱舜水 しぼって、彼の言動や思考を検証することに主眼がおかれているが、たかだか二二年の日本在住期間に朱舜水が日本にのこしたものはきわめて大きい。それは、徳川期 全期を通じて日本の学術・文化界に大きな影響を与えたばかりか、幕末近代にまでも持続していたことはよく知られている。本書は 日本における朱舜水の存在と影響の出だし 部分を、彼の友人・門弟たちとの具体的な交流を通じて明らかに意図されようとしたも と言えよう。
　徐興慶教授の朱舜水研究の特色の第一は、文献資料の収集調
査の広さと精密さである。第二 、そのように周到に集められた文献資料の読み込みによ 論述 確 さであろう。第三徐教授の朱舜水研究は、朱舜水その人 学術や思想の研究にどまらず、彼の身辺にいた友人・門弟 ちにまで調査研究が広く及んでいることである。
　以上のことは、 『新訂朱舜水集補遺』を見れば直ちに了解さ
れることで、同書には徹底して収集された文献資料の翻字と句
読、年代推定、必要な解説など、きわめて困難な作業が集積されている。そればかりか、同書の付録には「朱舜水友人・弟子伝記資料」が付さ ていて、徐教授 朱舜水研究の確か 基礎を知ることができる。
　さらに、敢えて特色の第四をあげるとするならば、それは朱
舜水研究にかける徐教授の情熱であろうか。機会をとらえては日本各地の図書館や資料館 寺社などを訪れての文献資料の渉猟、中には何度も足を運んでようやく閲覧の許可を得たりといった苦労話が、時折論文のなかに散見する。研究者としては当然の話ではある しかし朱舜水の本質に迫ろうとする徐教授の飽くことなき情熱 、やはり頭の下がる思いを禁じ得ない。
　ともあれ、今後の世界の朱舜水研究は、必ずや徐興慶教授の
研究成果を踏まえて展開されることはまちがい い。 　　　　
　　　　
